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！ マイナンバーカードを保険証として利用するための

登録がまだの方は、以下２つの準備をお願いします。

■申請方法は選択可能です

① オンライン申請

(パソコン・スマートフォンから)

② 郵便による申請

③ まちなかの

証明写真機からの申請

マイナンバーカードを申請

■利用登録の方法

① 医療機関・薬局の受付

（カードリーダー）で行う

② 「マイナポータル」から行う

③ セブン銀行ATMから行う

マイナンバーカードを
保険証として登録
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ご注意ください！

今年12月2日から

現行の保険証は

発行されなくなります
※令和６年12月１日までに発行された保険証は令和７年７月３１日まで有効です

とっても
カンタン！

医療機関等を受診の際は

マイナンバーカード
をご利用ください

(令和６年４月時点)
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※別途実施させていただく町民アンケートの集計結果により測定することとなります。

関連ビジョン 【ら】【さ】 関連戦略 ５，６

ビジョン【ら】【さ】に関する将来像到達度（点）

- 2.84 3.12 3.20 集集計計後後 4
（2024年度末）

関連ビジョン 【よ】 関連戦略 ４

４．誰一人取り残されず、安心して暮らし続けられる町をつ
くる

指標(単位)

ビジョン【よ】に関する将来像到達度（点）

- 2.79 3.09 3.23 集集計計後後 4
（2024年度末）

関連ビジョン 【と】 関連戦略 ３

３．一人一人の個性・人生に応じた希望を叶えやすい環境
を創り、皆が誇りを持って活躍できる地域社会を実現する

指標(単位)

２．新しい人・資金の流れと連携・協働の一層の促進によ
り地域の活力を高める

指標(単位) 町民税課税額（百万円）

136 146 142 145 115522 142
(2024年度末）

330 445588 550
（2024年度末）関連ビジョン 【き】【の】 関連戦略 １，２

2022 22002233 2024 上期目標
（達成時期）

１．雇用を守り、増やし、創り出すとともに、次世代を担う
人材を育て活かす

指標(単位) 町内事業所数（社）

530 397 326

2023年度(令和５年度)　総合計画の進捗状況レポート

　本町では、南小国町共有ビジョン（以下「ビジョン」）の実現に向けて、まちづくりの計画（総合計画）を策定

し、この計画に沿って様々な取組みを進めています。

　このレポートは、計画の進捗状況（主な動きや成果等）を町民の皆様にお知らせするために作成しています。

　町民の皆様には、お手数をおかけしますが、ご覧いただき、別添アンケートにより評価や意見をいただきますよ

うお願い申し上げます。

〈202３年度（令和５年度）の主な動き〉

〈基本目標に関する成果指標の推移〉

基本目標
指標の推移　(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021

基基本本目目標標１１にに関関すするるトトピピッックク 基基本本目目標標２２にに関関すするるトトピピッックク

基基本本目目標標４４にに関関すするるトトピピッックク基基本本目目標標３３にに関関すするるトトピピッックク 着工前 しゅん工

瓜上矢田原線
改良工事の実施

バイオマス産業
都市認定書

野野焼焼きき

（（ドドロローーンン撮撮影影））

ぬぬくくももりりのの活活動動

老老人人宿宿泊泊研研修修

企企業業版版ふふるるささとと納納税税

制制度度のの積積極極的的なな推推進進

県県外外ででのの

イイベベンントト出出展展

ししごごととココンンビビニニのの稼稼

働働

�
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上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆県民割や全国旅行支援などの需要喚起策や本町における観光商品券の発行などの観光振興施策を実
施し、多くの観光施設、宿泊施設において前年の観光入込客数を上回った。前年から観光入込客数は大幅
に増加し、観光客の総数ではコロナ前の令和元年には及ばないものの、同程度の数値へと回復した。
◆県内外で開催されているイベントにおいて広く南小国町の周知を行い、観光入込客数の回復及び地域経
済の活性化につなげた。

11,,338822 1,450
（2024年度末）

関連予算額（単位：千円） 158,299 179,017 168,498 132,028

指標(単位) 本町の観光入込客数（千人） 1,087 876 786 942

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆農業委員会活動による担い手のマッチング活動などを行った。営農再開により、0.3ｈａの荒廃農地を解消
することができた。
◆令和５年度については阿蘇森林組合の森林経営計画に基づく主伐間伐による伐採、及びその他事業者に
よる伐採についても一時期のウッドショックによる価格高等時期に比べ伐採面積が減少傾向となった。伐採
後の植林については阿蘇森林組合の施業分については100％、その他伐採届出分については75％程度と
なっている。

施策(3)　観光・サービス業の持続的成長
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 22002233 2024 上期目標
（達成時期）

関連予算額（単位：千円） 37,591 37,888 39,497 48,088

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

指標(単位)
荒廃農地解消面積（ha） 0.8 0.6 0.3 0.2 00..33 2.1

（期間累計）

森林伐採面積（ha） 97 132 138 133 110033 100
（2024年度末）

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆阿蘇の世界文化遺産登録に向けた活動の一環として、中原地区での現地調査と、その成果発表会の実
施、関係機関と連携しパンフレット等を活用した周知活動に取り組んだ。
◆「日本で最も美しい村」づくり事業補助金を実施し、自然環境保全活動３件に補助を行い、美しい村づくりに
つながる活動を支援した。
◆「日本で最も美しい村」活動支援補助金を新たに創設し、町内団体等が自主的に取組む清掃活動に係る
経費に対する支援（１件）を行った。
◆野焼きボランティアなどの協力を得て、前年度と同規模の野焼きを実施することができた。
◆町内の小学4年生を対象に、南小国町のゴミの処理に関して、滝美園クリーンセンターにて出前授業を実
施した。

施策(2)　農林業の課題克服と競争力強化
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 22002233 2024 上期目標
（達成時期）

関連予算額（単位：千円） 119,656 122,357 121,879 117,631

日本で最も美しい村づくり活動件数（件） 3 0 4 4 33

指標(単位)

啓発活動実施件数（件） 15 12 15 13 1155 20
（毎年度）

野焼き実施面積（ha） 2,355 2,353 2,433 2,465 22,,444477 2,355
（2024年度末）

5
（毎年度）

2030年
の目指す姿

□乱開発を防ぎ、自然豊かな姿を保っている
□若い世代に伝統文化や本町らしさの伝承が進んでいる
□農業や林業に関わる人が増えている

取組方針
〈戦略１〉　築いてきた美しい里山の自然・景観・文化を守りつつ、現在地域にある「しごと」の稼ぐ力を高めて
いく

施策(1)　里山の自然・景観・文化の保全
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 22002233 2024 上期目標
（達成時期）

22002233年年度度((令令和和５５年年度度))　　総総合合計計画画進進捗捗状状況況レレポポーートト（（項項目目別別））

2050年
共有ビジョン きき 築いてきた美しい里山の景観、伝統文化、生業を次世代に引き継いでいく里

これらのアンケート項目に対応する取組

実績について以下に記載しています。

要点だけ確認されたい場合、白字の部分

特に大事な点 を中心にご覧ください。

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好

�9
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2020 2021 2022 22002233 2024

578 827 1,176 1,611

27 21 21 19 2211 30

2020 2021 2022 22002233 2024

215 120 40 300

21.6 22.4 21.3 20.8 2211..22 20.0

336 351 334 325 333311 323

今回掲載している「総合計画進捗状況レポート」について、����年度に引き続き、
皆様のご意見を今後の町政運営への参考とさせていただくため、以下のとおり町民
アンケートを実施させていただきます。
皆様のご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

○実施方法
調査対象者を年代ごとに無作為抽出し、アンケート調査票などを直接郵送。

○回答方法
（１）アンケート調査票に記入いただいた後、以下の方法で回答。

①返信用封筒により返信 ②役場まちづくり課まで持参
③ＦＡＸで送信 ④ＰＤＦ化したうえ、メールで送信

（２）アンケート同封の手引記載のＱＲコードを読み込み、専用サイトから回答。

C

C

�
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施策(16)　防災・減災体制の強化

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆町民が相談しやすい役場を作ることを目的に、接客技術の向上のためにサービス向上研修、クレーム対
応研修を行った。
◆町内の消費者被害、多重債務問題を解決するために、消費生活相談窓口に専門相談員を配置した。
◆地域包括支援センターの専門職員の確保については、社会福祉協議会からの出向職員と町会計年度任
用職員にて確保してきたが、令和５年度において保健師を１名採用し、さらなる相談支援体制の充実を図る
ことができた。
◆2022年7月より、南小国町役場公式LINEアカウントによる情報発信を開始した。広報誌やケーブルテレビ
番組、文字放送、ホームページ等で登録の周知を行い、2024年3月時点で登録件数は1,400件を超えてい
る。
職員の防災連絡や消防の連絡網としても活用され、町民の情報源として急速に認知が広まっている。
ホームページと連携したアンケート等も行った。今後も他市町村のLINE活用事例等を参考に、さらに利活用
の幅を広げられるよう取り組んでいく。

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆令和５年６月に南小国町地域防災計画書を見直し、適切な避難行動の発令判断に関すること、非常時の
電源確保に関すること、浸水想定区域の範囲に関することなどについて修正した。
　また、南小国町国土強靭化地域計画の点検を行い、災害による被害を最小限に抑え、迅速な復旧復興へ
とつながる災害に強く安心安全な地域づくりを推進するため、各課局が推進すべき取組みの方向性を確認し
た。

施策(17)　情報発信・相談支援体制の充実

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でないA 良好

Ｂ 概ね良好

詳しくは絵本サイト「もぐのこ」をご覧ください！
JVVRU���YYY�RW�MWOCOQVQ�CE�LR�WUGTUAUKVG�KKOWNCD�OQIPQMQ�GJQP�JVON

ききよよららススキキーーととおおととももだだちち
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「
同
心
協
力
」
〜
体
育
大
会
〜

　

5
月
18
日（
土
）晴
天
の
も
と
、
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
様
、
保
護
者
そ
し
て
ご
家
族

の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
中
で
、
体

育
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
同
心

協
力
」。
一
人
一
人
が
心
を
一
つ
に
し
て

協
力
し
あ
い
、
最
高
の
体
育
大
会
に
し
よ

う
と
い
う
思
い
を
込
め
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

し
た
。

　

す
べ
て
の
競
技
で
選
手
と
し
て
、
係
と

し
て
の
役
割
等
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
む

姿
、
大
き
な
声
で
応
援
す
る
姿
な
ど
、
一

生
懸
命
な
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
い
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
閉
会
式
後
の
ま
ば

ゆ
い
ば
か
り
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　

先
頭
に
立
ち
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
実
行

委
員
、
応
援
団
、
一
人
一
人
の
成
長
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
三
年
生
、
三
年
生
を
し
っ

か
り
と
支
え
て
く
れ
た
二
年
生
、
先
輩
の

声
を
大
切
に
し
な
が
ら
協
力
し
あ
っ
た
一

年
生
。
楽
し
く
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ

ま
っ
た
最
高
の
体
育
大
会
で
し
た
。
今
後

の
さ
ら
な
る
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

「
レ
ッ
ツ　

チ
ャ
レ
ン
ジ
」

一
年
生　

集
団
宿
泊
教
室

　

5
月
26
日（
日
）か
ら
28
日（
火
）の
三
日

間
、
一
年
生
は
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
で
、

集
団
宿
泊
教
室
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
天

気
が
安
定
せ
ず
、
創

作
活
動
な
ど
に
変
更

と
な
っ
た
野
外
活
動

も
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
活
動
を

楽
し
み
な
が
ら
集
団

で
の
行
動
や
協
力
す

る
こ
と
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
こ
の
経
験

や
思
い
出
を
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
に
生

か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
文
責
）
校
長　

前
田
博
治

（
文
責
）
校
長　

前
田
博
治

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

　

一
年
生
の
生
活
科
で

「
が
っ
こ
う
だ
い
す
き
」

と
い
う
学
習
が
あ
り
ま

す
。
学
校
や
通
学
路
を

探
検
す
る
中
で
子
ど
も

た
ち
は
、
自
分
た
ち
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
様
々
な
方
々
と
出
会

い
、『
自
分
た
ち
の
こ
と

を
大
切
に
思
っ
て
く
れ

て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
』
こ
と
に
気
づ
い
て

い
き
ま
し
た
。

　

市
原
小
学
校
に
は
、

通
学
路
の
安
全
を
守
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
、

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
、
学
習

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

た
だ
く
方
な
ど
た
く
さ

ん
の
応
援
団
の
方
々
が

お
ら
れ
ま
す
。
地
域
の

方
々
の
愛
情
に
支
え
ら

れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は

日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

給
食
の
時
間
の
楽
し
み

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
給

食
の
時
間
。
お
い
し
い
ご
飯
と
と
も
に
楽
し

み
な
の
が
、
校
内
放
送
で
す
。
そ
の
日
の
献

立
と
と
も
に
、
栄
養
教
諭
か
ら
の
様
々
な

情
報
を
委
員
会
の
児
童
が
紹
介
し
て
い
ま

す
。
6
月
は
「
噛
む
こ
と
」
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
、
歯
と
口
の
健
康
は
、
脳
の
活
性
化

や
集
中
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
、

多
く
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
音
楽
が
流
れ
だ
す
と
「
お
誕

生
日
紹
介
」の
時
間
で
す
。「
♪
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー　

デ
ィ
ア
○
○
さ
ん　

ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー　

ト
ゥ
ユ
ー
」
曲
が
鳴

り
終
わ
る
と
、
各
教
室
か
ら
の
「
お
め
で

と
う
〜
」
の
大
き
な
声
が
学
校
中
に
響
き

渡
り
ま
す
。
み
ん
な
の
温
か
い
気
持
ち
に

包
ま
れ
る
す
て
き
な
時
間
で
す
。

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

　

市
原
小
学
校　

　
　
　

創
立
１
５
０
周
年
！

登下校の見守りボランティア登下校の見守りボランティア読み聞かせボランティア読み聞かせボランティア学習ボランティア（５年）家庭科学習ボランティア（５年）家庭科

二
日
間
の
修
学

旅
行
は
、
平
和
、

命
、
家
族
、
友

だ
ち
、
そ
し
て

何
気
な
い
日
常

の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

５月26・27日　６年長崎修学旅行
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す
ぎ
の
こ
運
動
会
開
催
!!

　

５
月
19
日
に
す
ぎ
の
こ
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
力
を

合
わ
せ
て
ブ
ラ
ボ
ー
！ 

勝
利
を
目
指
し

て
一
致
団
結
!!
」。
レ
ッ
ド
と
グ
リ
ー
ン

の
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
し
た
。
は
じ
め
に
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
小
国
高
校
吹
奏
楽
部

の
皆
さ
ん
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
入
場
し

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
気
分
が
高

ま
り
、
嬉
し
そ
う
に
行
進
す
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
そ
の
後
は
「
徒
競
走
」
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
は
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。
小
学
部

の
団
体
競
技
で
は
「
玉
入
れ
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
玉
を
投
げ
た
り
、
両
手
で
玉

を
つ
か
ん
で
カ
ゴ
に
入
れ
た
り
し
て
頑
張

り
ま
し
た
。中
学
部
の
団
体
競
技
で
は「
棒

引
き
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。猛
ダ
ッ
シ
ュ

を
し
た
り
、
相
手
の
陣
地
に
あ
る
棒
を
奪

還
し
た
り
と
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
延

長
戦
の
４
回
戦
で
や
っ
と
勝
敗
が
決
ま
り

ま
し
た
。
高
等
部
の
団
体
競
技
で
は
「
綱

引
き
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
日
ま
で

に
綱
を
引
く
体
勢
や
掛
け
声
、
順
番
等
に

つ
い
て
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た
。
本
番

で
は
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
粘
り
強
い
勝

負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
チ
ー
ム

対
抗
代
表
リ
レ
ー
」
で
は
小
国
高
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
チ
ー
ム
の
代
表
者
た
ち
が
全
力
疾
走

を
し
ま
し
た
。「
が
ん
ば
れ
！
」「
フ
ァ
イ

ト
！
」
と
応
援
も
最
高
潮
で
し
た
。
運
動

会
の
ラ
ス
ト
は
小
国
支
援
学
校
の
メ
ン

バ
ー
全
員
で
の
ダ
ン
ス
で
し
た
。
Ｙ
Ｏ
Ａ

Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
「
ア
イ
ド
ル
」
の
曲
に
合
わ

せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
踊
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
最
高
の
メ
ン
バ
ー
で
最
高
の
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
！

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

〜
輝
く
仲
間
づ
く
り
〜

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

　

５
月
31
日（
金
）か
ら
、
令
和
６
年
度
第

52
回
熊
本
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
と

第
36
回
熊
本
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
総
体
で
は
、
開

会
式
に
お
い
て
陸
上
競
技
部
が
堂
々
と
学

校
を
代
表
し
て
行
進
し
ま
し
た
。
陸
上
競

技
部
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、弓
道
部
、ホ
ッ

ケ
ー
部
が
競
技
に
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
全
力
で
試

合
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
男
子
ホ
ッ

ケ
ー
部
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝
し
、
長
崎
県

で
行
わ
れ
る
九
州
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で

は
３
年
生
の
佐
藤
ゆ
め
さ
ん
が
個
人
戦
で

第
３
位
と
な
り
、
鹿
児
島
県
で
行
わ
れ
る

九
州
大
会
へ
の
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

高
校
総
文
祭
に
は
、
美

術
部
の
佐
藤
叶
和
さ
ん

と
書
道
選
択
者
の
坂
本

ま
な
み
さ
ん
が
作
品
を

出
品
し
ま
し
た
。
総
合
開

会
式
に
は
、
佐
藤
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
生
徒
が

参
加
し
、
他
校
生
の
活
躍

や
展
示
さ
れ
た
作
品
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
一
部
の
部
活
動
を
除
い
て

こ
れ
で
引
退
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し

た
。
こ
れ

ま
で
培
っ

た
集
中
力

や
体
力
を

活
か
し
、

夢
の
実
現

に
向
け
て

努
力
す
る

こ
と
を
期

待
し
て
い

ま
す
。
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　国道 212 号線沿いには、多くのゴミが捨てられています。その捨て方には、大きなビニ－ル袋を満タンにして、
ポイと捨てられているものも多く見られます。特に、自動販売機がズラリと一列に並んだ周辺は、常に気になる場
所です。弁当のカラ、飲みかけのペットボトル、お手ふきのシ－ト、たばこの吸い殻、中には、ビ－ルの缶やウイスキ
－の瓶まで捨ててあります。「こんなゴミを誰が捨てるのか！どんな心境で捨てるのか？」捨てられたゴミを見る度に、
残念な気持ちと腹立たしさがこみ上げてきます。
　南小国町は、「日本で最も美しい村」に加盟しています。それも設立当初から加盟している町です。
　「日本で最も美しい村」を宣言している町は、「自分の地域に誇りを持ち、将来にわたって美し
い地域づくりを行うこと」と宣言しています。
　この宣言を大切にして、南小国町の美化運動に継続して取り組んでいらっしゃる団体が南小国
町の「ボランティア行動隊」です。
　杉野洋次さんを隊長として、毎月１回、主要幹線道路のゴミ拾いを定期的に行っている団体です。
頭が下がる思いです。
　きよらの郷の子どもたちには、この南小国町が日本で最も美しい村に加盟していることを誇りに
感じ、失ったら二度と取り戻せない南小国町の景観・文化を守り、そして、それを守り続けようと
している精神を受け継いで欲しいと願っているところです。
　令和６年度は、「日本で最も美しい村」の審査の年となります。５年に１度の審査は、現地調査や関係者からのヒ
ヤリング、地域の町づくり団体との意見交換などがあり、厳しい評価基準に適合しない場合は、改善命令ののち除
名処分されることもあります。
　南小国町の 50年後の姿を示した「共有ビジョン」では、「築いてきた美しい里山の景観、伝統文化、生業を次
世代に引き継いでいく里」と記されています。南小国町民の総意として、ゴミのない、美しい南小国町を守り続け
たいと強く願っています。

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（15）　　文責：岩切

新
刊
図
書
紹
介

　

6
月
は
、
町
の
図
書
室
に
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
パ
ン
ダ
の
お
さ
じ
と
フ
ラ
イ
パ
ン
ダ

②
た
す
ひ
く
ね
こ

③
と
け
い
の
ほ
ん
２

④
め
ん
ど
く
さ
が
り
や
の

　

自
分
の
機
嫌
を
取
る
暮
ら
し

⑤
園
芸
は
じ
め
ま
し
た
！

　

超
初
心
者
の
庭
作
り
イ
ラ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ

⑥
ふ
わ
ふ
わ
と
ち
く
ち
く

⑦
植
物
を
育
て
る
楽
し
み
と
コ
ツ
が
わ
か
る

　
「
園
芸
」
の
基
本
帖

⑧
光
る
君
へ　

後
編

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
・
ガ
イ
ド
）

⑨
自
分
を
も
っ
と
好
き
に
な
る

　

か
わ
い
い
の
ル
ー
ル

⑩
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

　

ぺ
こ
ぺ
こ
キ
ャ
ン
プ

⑪
口
の
立
つ
や
つ
が

　

勝
つ
っ
て
こ
と
で
い
い
の
か

⑫
放
課
後
ミ
ス
テ
リ
ク
ラ
ブ
３

　

動
く
カ
メ
の
銅
像
事
件 

⑬
行
政
は
あ
な
た
の
命
を
守
れ
な
い

　

人
吉
か
ら
訴
え
る

　
「
事
前
避
難
」
の
重
要
性

⑭
海
を
覗
く

19
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長
崎
で
の
平
和
学
習

　

南
小
国
町
内
の
６
年

生
が
５
月
26
日
か
ら
一

泊
で
長
崎
に
修
学
旅
行

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
は
、
学

校
行
事
の
中
で
も
子

ど
も
た
ち
が
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
る

行
事
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
長
崎

で
の
平
和
学
習
で
す
。
平
和
学
習
に
つ
い
て

は
、
事
前
学
習
や
当
日
の
学
習
を
含
め
、
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
学
び
を
深
め
る
た
め

に
学
習
を
進
め
て
き
て
い
る
も
の
で
す
。
一

般
の
旅
行
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で

き
る
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
長
崎
で
の
平
和
学
習
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
の
感

想
文
で
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

平
和
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

　
　

中
原
小
学
校　

武
田　

夏
奈

　

私
は
、
修
学
旅
行
を
通
し
て
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
や
戦
争
の
愚
か
さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

語
り
部
の
田
中
安
次
郎
さ
ん
の
講
話
で

は
、
事
前
に
し
て
い
た
学
習
で
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
被
爆
者
の
方
の
思
い
や
、
原
爆

投
下
直
後
何
が
起
こ
っ
た
の
か
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
話
の
中
で

教
え
て
い
た
だ
い
た
詩
や
、
見
せ
て
い
た
だ

い
た
写
真
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

原
爆
資
料
館
で
は
、
原
爆
の
熱
線
や
熱
風

で
形
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ビ
ン
、
金
属
、

ガ
ラ
ス
の
刺
さ
っ
た
跡
の
あ
る
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
戦
闘
服
や
作
業
服
、
酷
い

や
け
ど
を
お
っ
た
被
爆
者
の
方
々
の
写
真
な

ど
が
あ
り
、
原
爆
の
威
力
に
お
ど
ろ
き
、
そ

し
て
、
心
が
痛
み
ま
し
た
。

　

私
は
、
長
崎
の
よ
う
な
事
が
二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
み
ん
な
に
戦
争
や
原
爆
の
こ

と
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
「
平
和
な
世
界
を
作
っ

て
い
き
た
い
。」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

平
和
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　
　

市
原
小
学
校　

穴
井　

眞
木

　

ぼ
く
は
、
事
前
学
習
で
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や

被
爆
の
大
き
さ
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
地
学
習
で
、
語
り
部
の
田
中

安
次
郎
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
時
、
想
像
を
は

る
か
に
超
え
る
恐
ろ
し
さ
が
あ
り
、
そ
の
悲

惨
さ
や
田
中
さ
ん
の
体
験
に
涙
が
出
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
田
中
さ
ん
の
話
の

中
で
、「
何
で
も
な
い
当
た
り
前
の
平
凡
な

日
々
の
連
続
が
平
和
だ
よ
。」
と
い
う
言
葉

が
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
毎
日
朝
が

き
て
、
あ
り
が
と
う
と
言
え
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

原
爆
資
料
館
で
は
、
原
爆
の
犠
牲
に
な
っ

た
方
々
の
写
真
や
資
料
を
目
に
し
、
た
っ
た

一
つ
の
命
の
尊
さ
と
は
何
か
、
さ
ら
に
深
く

考
え
る
き
っ
か
け
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
ぼ
く
は
、
日
本
が
二
度
と
戦

争
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
や
世
界
で
二
度
と

核
兵
器
を
使
わ
せ
な
い
こ
と
を
世
界
に
向
け

て
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
友
達
を
大
切
に
す
る

こ
と
や
ク
ラ
ス
で
ケ
ン
カ
が
起
き
な
い
よ
う

に
、
み
ん
な
で
仲
良
く
過
ご
す
方
法
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
決
意
を
忘
れ
ず
、
学
校
生

活
や
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
役
立
て
て
い
き

た
い
で
す
。

原
爆
資
料
館
を
見
学
し
て

　
　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校　

北
里　

花

　

私
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
首
に

手
を
置
き
真
っ
黒
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
て
い

る
中
学
生
の
写
真
で
す
。
理
由
は
写
真
だ
け

で
文
字
や
説
明
な
ど
書
か
れ
て
い
な
い
け

ど
、
そ
の
写
真
一
つ
で
「
原
爆
に
よ
り
苦
し

ん
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
な
。」
と

思
っ
た
し
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
と
残
酷
さ
が

伝
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
原
爆
に

は
、
熱
線
、
爆
風
、
放
射
線
の
３
つ
の
危
険

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
た
け
ど
熱

線
は
約
六
千
度
、
爆
風
は
瞬
間
風
速
四
百

メ
ー
ト
ル
な
ど
人
が
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

数
字
で
、
よ
り
ど
れ
だ
け
危
険
な
の
か
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
広
島
と
長
崎
に
落

ち
た
原
爆
の
名
前
が
「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
と

「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」
と
い
う
名
前
で
、
リ
ト

ル
ボ
ー
イ
が
「
チ
ビ
」
と
い
う
意
味
、フ
ァ
ッ

ト
マ
ン
が
「
ふ
と
っ
ち
ょ
」
と
い
う
意
味
だ

と
知
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
の
命
を
奪
っ
た
兵

器
な
の
に
「
名
前
は
な
ぜ
こ
ん
な
ふ
ざ
け
た

名
前
に
し
た
の
か
？
」
と
疑
問
に
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
少
し
怒
り
が
湧
き
ま
し
た
。
戦

争
は
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
何
も
悪
い
こ
と

を
し
て
い
な
い
無
関
係
な
国
民
に
も
危
害
を

加
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
本
当
に
あ
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

戦
争
は
、
大
切
な
個
々
の
命
、
心
身
の
健

康
、
大
切
な
家
族
、
日
々
の
お
だ
や
か
な
生

活
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
奪
う
最
大
の

人
権
侵
害
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
平
和
が
守
ら
れ
、

平
和
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
人
権
が
守
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
教
室
だ
け
で
は
学
ぶ

こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
、
長
崎
で
の
平
和

学
習
で
の
、
語
り
部
さ
ん
の
講
話
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、
平
和
資
料
館
見
学
な
ど
、
実

際
に
体
験
を
と
お
し
て
肌
感
覚
で
と
ら
え
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

日
本
は
戦
後
79
年
、
先
の
戦
争
の
記
憶
が

薄
ら
ぐ
な
か
、
世
界
全
体
を
見
渡
せ
ば
多
く

の
紛
争
が
世
界
の
人
々
を
苦
し
め
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
文

章
は
、
平
和
を
望
む

子
ど
も
た
ち
の
素
直
な

感
想
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
私
た
ち
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
文
章
を
き
っ
か

け
に
家
族
や
大
切
な
人

た
ち
と
と
も
に
平
和
や

人
権
に
つ
い
て
話
を
す

る
き
か
っ
け
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
（
井
芹
）

    

ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

爆心地近くの小学校の裏庭に残る防空壕を見学する爆心地近くの小学校の裏庭に残る防空壕を見学する
南小国連合小学校の児童南小国連合小学校の児童

広報きよら 2024.7広報きよら 2024.7
20



後期高齢者医療加入者の方へ保険証および減額証等更新のお知らせ 
現在お持ちの保険証（黄色）の有効期限は、令和６年７月３１日までとなっています。 

新しい保険証（水色）は、７月中に簡易書留等で郵送いたしますので、令和６年８月１日からお使いください。

現在お持ちの保険証（黄色）は、令和６年８月１日以降に、南小国町役場 町民課へ返却するか、ご自身で破棄し

ていただきますようお願いします。 

☆現在「減額証」（黄色）・「限度証」（桃色）をお持ちの方へ 

新しい減額証等（水色）を保険証に同封して郵送します。８月１日からご使用ください。 

※マイナンバーカード（事前の利用手続きをすませたもの）を保険証及び減額証等として利用することができます。 

 

令和６年６月１日以降の入院での食事代は次の表

のとおりです。 

 

食費の標準負担額（１食あたり） 

 

入院時食事療養費（一般病床、精神病床等に入院した

とき） 

 

 

 

※１ 指定難病患者の方は、２８０円の場合もあります。また、平成２８年３月３１日において既に１年を越え

て精神病床に入院しており、平成２８年４月１日以降も引き続き入院している方は２６０円の場合もあります。 

※２ 低所得者Ⅱに該当し、過去１２か月で入院数が９０日（低所得者Ⅱの区分の認定を受けている期間に限り

ます）を越える場合はお住まいの市（区）町村の担当窓口で長期入院該当申請をしてください。 

 

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５３９回市（６月７日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 530（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,600 13,800 10,000

18～22㎝ 13,600 12,000 10,500

24～28㎝ 13,800 12,500 11,000

30㎝上 15,000 13,500 11,000

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 15,900 13,300 11,600

18～22㎝ 14,800 12,000 10,200

24～28㎝ 12,200 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200(本売）

10～13㎝ 530(本売） 480(本売）

14～16㎝ 16,000 15,600 11,700

18～22㎝ 16,000 15,700 11,600

24～28㎝ 16,500 11,200

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,063.832 11,349,355 10,668

桧 32.843 382,087 11,634

杉、桧 63.791 557,022 8,732

合　計 1,160 12,288,464 10,589

21
広報きよら 2024.7広報きよら 2024.7



７
月
28
日
は
世
界
・
日
本
肝
炎
デ
ー

　

熊
本
県
内
で
は
１
０
０
人
に
１
人
〜

２
人
の
割
合
で
、
Ｂ
型
又
は
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
つ
い
て

　

県
内
の
各
保
健
所
や
委
託
医
療
機
関

で
、
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
無
料
検
査
は
、
一
度
も
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
が

対
象
で
す
。
特
に
、
次
に
該
当
す
る
方

は
、
ぜ
ひ
一
度
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
年
齢
が
40
歳
以
上

・
肝
機
能
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る

・
臓
器
移
植
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

・
入
れ
墨
や
ピ
ア
ス
の
穴
を
あ
け
た
こ

と
が
あ
る

・
平
成
４
年
以
降
に
輸
血
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る

【
委
託
医
療
機
関
】

・
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１

・
古
閑
医
院　
　

☎（
２
２
）３
０
０
０

・
栗
林
内
科
医
院
☎（
２
４
）１
０
２
４

・
松
見
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎（
２
２
）０
２
６
０

・
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
３
４
）０
３
１
１

・
市
原
胃
腸
科
外
科☎（

３
４
）１
２
１
１

・
問
端
内
科　
　

☎（
３
２
）０
１
０
２

・
小
野
主
生
医
院
☎（
３
２
）０
０
３
９

※
そ
の
他
の
熊
本
県
内
の
委
託
医
療
機
関

で
も
検
査
可
能
で
す
。
詳
細
は
、
熊
本

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
委
託
医
療
機
関
一
覧

【
阿
蘇
保
健
所
】

☎（
２
４
）９
０
３
６
（
土
日
祝
日
を
除

く
、
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
）

※
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
直
接

医
療
機
関
又
は
阿
蘇
保
健
所
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
７
月
に
実

施
予
定
の
住
民
健
診
で
も
受
診
で
き

ま
す
。
対
象
は
、
令
和
６
年
度
中
に

40
歳
以
上
の
５
歳
刻
み
の
年
齢
を
迎

え
る
方
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

す
で
に
７
月
の
住
民
健
診
の
申
し
込

み
を
し
て
お
り
、対
象
と
な
る
方
は
、

健
診
当
日
に
項
目
追
加
も
可
能
で
す

の
で
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

○
市
民
公
開
講
座
に
つ
い
て

　

肝
が
ん
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
肝
疾
患

に
関
す
る
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
の
他
に
、
食
べ

過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
な
ど
生
活
習
慣
に
よ

る
脂
肪
肝
も
無
症
状
で
進
行
す
る
た

め
、
放
置
は
危
険
で
す
。
そ
の
た
め
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
肝
心
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
肝
臓
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】　

７
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】

　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
、
熊
本
大
学
病

院
、
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
、
熊
本

労
災
病
院
、
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
、
人

吉
医
療
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
脂
肪
肝
、
肝
硬

変
、
肝
が
ん
に
つ
い
て
の
お
話

・
講
演
後
に
肝
臓
専
門
医
に
よ
る
相
談

対
応

・
無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
実
施
（
先

着
15
名
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し

込
み
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】

熊
本
大
学
病
院　

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
７
２
）１
３
７
１

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

暑
さ
が
本
格
的
と
な
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い

る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩

分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に

熱
が
こ
も
る
と
熱
中
症
を
発
症
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
熱
中
症
は
、
屋
外
だ
け

で
な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
と
き

で
も
発
症
し
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
意
識
し
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！

〇
暑
さ
を
避
け
る

　

室
内
で
は
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
積

極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
の

作
業
を
す
る
際
に
は
、
日
陰
で
の
こ
ま

め
な
休
憩
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

〇
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
取
す
る

　

室
内
で
も
、
屋
外
で
も
口
の
渇
き
を

感
じ
る
前
に
こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
を

適
度
に
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

「新任医師紹介　～不眠症について専門医から～」 総合診療科　　木下　聰

　2024 年 4月から小国公立病院に赴任いたしました、総合診
療科の木下聰です。大阪府出身の 1976 年 3月生まれの中年独
身男子です。2017 年 3月に医師になったので、キャリアはま
だ 8年目の若輩者です。どうかみなさま、仲良くしてください。
　2023年3月まで精神科医として診療にあたっておりました。
今回、専門的な立場から寄稿するにあたり睡眠に関して少し記
述したいと思います。
　誰でも眠れないことはあると思いますが、不眠症は１か月以上にわたって十分な
睡眠がとれず、日中の倦怠感、集中力低下など、身体と精神の不調を感じて生活の
質が低下する状態のことです。原因は昼夜逆転などの生活リズムの乱れ、光や音等
の環境因子、タバコやアルコールやカフェイン等の刺激物、うつ病等の精神科疾患、
脳血管障害や睡眠時無呼吸症候群等の身体科疾患、過度のストレス等があります。
私たち現代人の概日リズム（覚醒と睡眠のリズム）は約 24時間周期の体内時計で調
整されているそうです。この体内時計を正常に機能させるには、就寝時間と起床時
間を一定にして太陽光を浴びることがとても重要です。太陽光を浴びるとおよそ 14
時間で自然と眠くなります。運動して身体を適度に疲れさせることも良眠につなが
ります。就寝前は趣味など楽しい時間を過ごしてリラックスすることも大切でしょ
う。眠れない時はまず生活習慣の見直しをしてみてください。それでもなかなか眠
れない時はうつ病などに罹患している可能性もあるため、専門医（精神科、心療内科）
にご相談ください。自律神経の障害や緊張状態が続くと不眠になりやすいため、う
つ病や躁うつ病、不安症などに不眠はしばしば併発します。不眠が続くと、さらに
精神疾患の症状が悪化することもよく見られており、不眠の改善は最初の治療目標
になります。睡眠導入剤が必要な場合も多いですが、メラトニン受容体作動薬やオ
レキシン受容体拮抗薬などの睡眠導入剤は副作用が少なく、自然な眠りに近づける
ため安心して使えます。

「小国公立病院ホームページ」 

(https://ogunihp.or.jp)で検索、 

QRコードからもアクセスできます。 
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森
林
環
境
税
に
つ
い
て

　

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
み
な
ら
ず
、
国
土
・
生
物

の
保
全
や
水
源
の
維
持
等
、
国
民
に
広
く

恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

林
業
の
担
い
手
不
足
や
、
所
有
者
や
境
界

の
不
明
な
土
地
に
よ
り
、
経
営
管
理
や
整

備
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
森
林
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
各
地

方
団
体
に
よ
る
間
伐
等
の
適
切
な
森
林
整

備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
、
森
林

整
備
等
に
必
要
な
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
国
税
で
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
、
個
人
住
民
税
均
等
割

と
併
せ
て
１
人
年
額
千
円
が
徴
収
さ
れ
ま

す
。
徴
収
さ
れ
た
森
林
環
境
税
の
全
額
が

国
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て
都
道
府

県
・
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
、
人
材
育
成
や

担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普

及
啓
発
等
の
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に

関
す
る
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
質
問
や
ご

相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
の
際
の
手

順
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

阿
蘇
税
務
署
☎（
２
２
）０
５
５
１
に

電
話
す
る
。

２　

最
初
の
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
ダ

イ
ア
ル
「
１
」
を
選
択
す
る
。

※
税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
や
納
付
相
談
、
又
は
税
務

署
の
職
員
に
ご
用
の
方
は
、
ダ
イ
ア

ル
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
し
た

い
内
容
の
番
号
を
次
の
中
か
ら
選
択

し
ま
す
。

①
個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の
所
得
税

②
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収（
年
末
調
整
）

又
は
支
払
調
書

③
相
続
税
や
贈
与
税
又
は
譲
渡
所
得

④
法
人
税

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

⑥
そ
の
他

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
障
が
い

な
ど
、
も
し
も
の
時
の
大
き
な
支
え
と
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
、
将
来

の
年
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
り
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
の
手
続
き
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
の
末
日
で

す
。
ま
た
２
年
を
過
ぎ
た
保
険
料
は
時
効

に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

一
部
免
除
さ
れ
た
方
は
、
残
り
の
納
付

部
分
を
納
め
な
い
と
、
未
納
の
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
発
行

が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

「
わ
た
し
と
年
金
」

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
テ
ー
マ

　

応
募
者
本
人
や
家
族
な
ど
の
身
近
な
方

と
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
な
ど
、「
わ

た
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ

イ
。
公
的
年
金
の
大
切
さ
、
ま
た
は
社
会

保
障
と
し
て
の
公
的
年
金
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
内

容
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

■
応
募
資
格

　

一
般
、
学
生
・
生
徒
（
中
学
生
以
上
）

■
応
募
要
項

・
日
本
語
で
千
〜
２
千
文
字
以
内
で
、

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
場
合
は
３

〜
５
枚
、ワ
ー
ド
文
書
形
式
の
場
合
は
、

原
稿
横
書
き
１
〜
２
頁
程
度（
Ａ
４
版
、

40
字
×
35
行
）

・
作
品
の
裏
に
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年

齢
、住
所
、電
話
番
号
、職
業
や
所
属（
学

校
名
な
ど
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
め
切
り

　

９
月
９
日（
月
）　

当
日
消
印
有
効

■
提
出
先（
郵
送
の
み
）

〒
１
６
８
‐
８
５
０
５

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３
‐
５
‐
24

日
本
年
金
機
構 

相
談･

サ
ー
ビ
ス
推
進
部

情
報
提
供
推
進
グ
ル
ー
プ

「
わ
た
し
と
年
金
」
担
当

☎
０
３（
５
３
４
４
）１
１
０
０

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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夏
休
み
中
の
少
年
非
行
・

夏
休
み
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

本
年
４
月
末
現
在
、
警
察
に
検
挙
・
補

導
さ
れ
た
刑
法
犯
少
年
は
前
年
と
比
べ
増

加
し
て
お
り
、
少
年
非
行
の
低
年
齢
化
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

児
童
ポ
ル
ノ
や
児
童
買
春
等
の
被
害
に
遭

う
少
年
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

夏
休
み
を
迎
え
、
開
放
感
や
気
の
緩
み

か
ら
非
行
に
走
っ
た
り
、
ま
た
、
わ
い
せ

つ
な
ど
の
性
犯
罪
や
児
童
買
春
な
ど
の
被

害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

　

家
庭
は
小
さ
な
社
会
で
す
。
家
庭
内
の

小
さ
な
約
束
を
守
る
こ
と
が
、
規
範
意
識

を
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
決
ま
り
や

約
束
を
守
る
こ
と
で
、
自
分
も
守
ら
れ
る

こ
と
を
家
庭
内
で
し
っ
か
り
と
教
え
て
、

よ
り
よ
い
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
供
の
言
葉
や

生
活
態
度
に
注
意
し
て
、

○
行
先
を
つ
げ
ず
に
外
出
し
た
り
、

帰
り
が
遅
く
な
る
。

○
買
い
与
え
て
い
な
い
も
の
を
持
っ

て
い
る
。

○
言
葉
遣
い
が
乱
暴
に
な
る
。

○
片
時
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯

電
話
を
離
そ
う
と
し
な
い
。

○
学
校
や
部
活
に
行
き
た
が
ら
な

い
。

○
友
人
関
係
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

な
ど
、
非
行
の
「
兆
し
」
を
発
見
し
た
場

合
、
早
期
に
適
切
な
指
導
を
行
い
、
子
供

を
非
行
に

走
ら
せ
な

い
よ
う
に

し
ま
し
ょ

う
。

※
来
月
号
で
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
犯
罪

被
害
防
止
」、「
若
者
に
広
が
る
大
麻
の
危

険
性
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
！

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
！

　

梅
雨
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
夏
本
番

で
す
。
熱
中
症
と
水
の
事
故
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
！

・
熱
中
症
対
策

　

熱
中
症
は
、
だ
れ
に
で
も
条
件
次
第
で

な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
で

す
が
、
正
し
い
対
策
を
行
え
ば
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

普
段
か
ら
で
き
る
熱
中
症
予
防
と
対
策

・
暑
さ
に
身
体
を
慣
ら
し
て
い
く

・
高
温
・
多
湿
・
直
射
日
光
を
避
け
る

・
水
分
補
給
は
計
画
的
、
か
つ
、
こ
ま
め

に
す
る
。

・
運
動
時
な
ど
は
計
画
的
な
休
憩
を
す

る
。

　

熱
中
症
に
な
っ
た
方
が
自
分
で
水
分
を

と
れ
な
い
状
況
や
、
呼
び
か
け
に
対
し
て

返
事
が
な
い
と
き
、
返
事
が
お
か
し
い
と

き
に
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
水
の
事
故

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
小
国
郷
に
お
い

て
も
、
川
・
山
等
の
自
然
と
接
す
る
こ
と

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
水
難
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

１
．
出
か
け
る
前
に
天
気
や
川
の
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

２
．
危
険
を
示
す
掲
示
板
、
水
流
が
速
い

所
・
深
み
が
あ
る
所
は
避
け
る
。

３
．
河
原
や
中
州
、
川
幅
の
狭
い
所
に
注

意
す
る
。

４
．
天
候
の
変
化
や
川
の
状
態
に
注
意
す

る
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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一人ひとりが「主役」になる場所がある
２０２４年度　自衛官募集

募集種目 採用人員 応募資格 受付期間 試験期日 合格発表 入隊時期 待遇・その他

一
般
曹
候
補
生

参考（令和5年度）
　　陸　約4,200名
（うち女子約500名）
　　海　約1,630名
（うち女子約250名）
　　空　約1,400名
（男女の区分なし）

18歳以上～
33歳未満

①７月１日～
９月３日

②10月１日～
11月28日

①１次：９月14日～22日
　２次：10月12日～27日
②１次：12月7日～12日
　２次：令和7年1月６日

～13日
※いずれか１日を指定さ
れます。

①１次：10月3日
　最終：11月21日
②１次：12月23日
　最終：令和7年
　　　　1月30日

令和7年3月下旬
～4月上旬

※上記の他に設
定する場合があ
ります。

入隊後２年９か月経過
以降選考により３等陸・
海・空曹

自
衛
官
候
補
生

参考（令和5年度）
男子　陸約5,000名

海約1,000名
空約1,700名

女子　陸約   750名
海約   200名
空約   600名

18歳以上～
33歳未満

年間を通
じて行っ
ておりま
す。

受付時又は各自衛
隊地方協力本部
ホームページにて
お知らせします。

試験時にお知
らせします。

令和7年3月下旬
～4月上旬

※上記の他に設
定する場合があ
ります。

所要の教育を経て、３か
月後に２等陸・海・空士
に任用陸上（技術系を除
く。）は１年９か月、陸上
（技術系）・海上・航空は
２年９か月を１任期と
して任用（以降２年を１
任期）

航
空
学
生

参考（令和5年度）
　　海　約74名
　（女子若干名）
　　空　約72名
（男女の区分なし）

海：18歳以上23歳未満の者
（高卒未満の（見込含）又は高
専３年次修了者（見込含））
空：18歳以上24歳未満の者
（高卒者（見込含）又は高専３
次修了者（見込含））

7月１日～
９月５日

１次：9月16日～22日
２次：10月12日～17日
３次：（海）11月15日～

12月11日
　 　（空）11月9日～

12月12日

１次：10月4日
２次：（海）11月6日
　　  （空）10月31日
最終：令和7年
　　　1月20日

令和7年3月下旬
～4月上旬

入隊後約６年で３等海・
空尉

防
衛
大
学
校
学
生

一般

参考（令和5年度）
人文・社会科学専攻
　　　　　約45名
（うち女子約10名）
 理工学専攻
　　　　  約195名
（うち女子約30名）

18歳以上21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

高卒者（見込含）又は
高専3年次修了者（見込含）

7月1日～
10月17日

１次：11月2日
２次：11月30日～

12月4日

※いずれか１日を指定さ
れます。

１次：11月20日
最終：12月27日 令和7年4月上旬

修学年限４年卒業後約
１年で３等陸・海・空尉

予
備
自
衛
官
補

一般  陸　約   1,540名 18歳以上52歳未満の者

６月1日～
９月1９日

９月21日～10月７日
※いずれか１日を指定さ
れます。

11月7日
教育訓練の開始
時期
令和6年12月以降

階級は指定しない。教育
訓練招集手当
：日額8,000円
所定の教育訓練修了後、
予備自衛官として任用

技能  陸　約　  350名
 海　約　　20名

18歳以上で国家免許資格等を
有する者（資格により年齢上
限は53歳～55歳未満）

【問い合わせ】　自衛隊阿蘇地域事務所　阿蘇市一の宮町宮地 4564-3　☎０９６７（２２）４５７５

令和６年度　阿蘇広域行政事務組合職員採用試験案内
１．第１次試験日　　令和６年９月２２日（日）

２．受 付 期 間　　令和６年７月２９日（月）から８月１６日（金）まで

　　　　　　　　　　（土曜日、日曜日を除く）

　　　　　　　　　　受付時間は、午前８時３０分から午後５時まで

３．試験区分等

区　分 職　種 採用予定人数 職務内容 受験資格

高等学校
卒業程度

消　防 ３人程度
消防部局に勤務し、消防
業務に従事します。

平成１１年４月２日から
平成１９年４月１日まで
に生まれた人

※詳細は、７月上旬に阿蘇広域行政事務組合ホームページでお知らせします。

■試験に関する問い合わせ
阿蘇広域行政事務組合 事務局総務課人事係　☎（２４）５１１１
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海
上
保
安
官
募
集
案
内

１
．
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用

試
験（
２
０
２
５
年
４
月
採
用
）

（
１
）
受
付
期
間

７
月
16
日（
火
）〜
７
月
25
日（
木
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

（
２
）
試
験
日　

第
１
次
試
験
日 

９
月
22
日（
日
）

第
２
次
試
験
日 

10
月
15
日（
火
）

〜
10
月
24
日（
木
）

最
終
合
格
発
表
日 11

月
19
日（
火
）

（
航
空
課
程
を
除
く
）

第
３
次
試
験
日 

11
月
30
日（
土
）

〜
12
月
10
日（
火
）

（
航
空
課
程
の
み
）

最
終
合
格
発
表
日 

令
和
７
年
１
月
16
日（
木
）

（
航
空
課
程
の
み
）

（
３
）
受
験
資
格　

ア　

２
０
２
４（
令
和
６
）年
４

月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
12
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
及
び
２
０
２
５（
令
和
７
）

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

イ　

高
等
専
門
学
校
の
第
３
学

年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で

あ
っ
て
、
２
０
２
４（
令
和

６
）年
４
月
１
日
に
お
い
て

当
該
課
程
を
修
了
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
12
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者
な
ど
人

事
院
が
ア
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

者
２
．
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採

用
試
験（
２
０
２
５
年
４
月
採
用
）

（
１
）
受
付
期
間　

８
月
22
日（
木
）〜
９
月
４
日（
水
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

（
２
）
試
験
日　

第
１
次
試
験
日 

10
月
26
日（
土
）

及
び
10
月
27
日（
日
）

第
２
次
試
験
日 

12
月
13
日（
金
）

最
終
合
格
発
表
日 

令
和
７
年
１
月
16
日（
木
）

（
３
）
受
験
資
格　

ア　

２
０
２
４（
令
和
６
）年
４

月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
及
び
２
０
２
５（
令
和
７
）

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

イ　

高
等
専
門
学
校
第
３
学
年

の
課
程
を
修
了
し
た
者
で

あ
っ
て
、
２
０
２
４（
令
和

６
）年
４
月
１
日
に
お
い
て

当
該
課
程
を
修
了
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者
な
ど
人

事
院
が
ア
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

者
※
試
験
の
詳
細
は
、
第
十
管
区

海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

☎
０
９
９（
２
５
０
）９
８
０
０

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

覚
え
の
な
い
未
納
料
金
を
請

求
す
る
詐
欺
的
な
手
口
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

　

覚
え
の
な
い
未
納
料
金
を
請

求
す
る
詐
欺
的
な
手
口
に
関
す

る
相
談
が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
的

機
関
を
か
た
っ
て
電
話
を
か

け
、
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド

型
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す
る
よ

う
指
示
す
る
手
口
の
ほ
か
、
氏

名
や
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
聞
き
出
す
例
も
み
ら
れ
ま

す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
際
は
、
熊
本
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体
の
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
県
が
管
理
す

る
道
路
に
お
け
る
清
掃
や
除

草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
、
誰

で
も
申
し
込
み
が
可
能
で
、
ゴ

ミ
袋
や
軍
手
な
ど
の
支
給
、
清

掃
用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
の

加
入
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

「
緑
の
学
園
」
開
催

　

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
熊
本
県
立
農
業
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
「
緑
の

学
園
」
を
開
催
し
ま
す
！

■
開
催
期
日

第
１
回　

７
月
27
日（
土
）

第
２
回　

８
月
３
日（
土
）

■
内
容

①
農
業
大
学
校
の
概
要
紹
介

②
進
路
・
資
格
・
学
生
生
活
の

紹
介

③
農
学
部
各
学
科
・
研
修
部
の

内
容
紹
介

④
耕
志
寮
の
見
学
、
昼
食

⑤
コ
ー
ス
別
体
験
学
習

■
募
集
人
員　

各
回
80
名
以
内（
同
伴
者
除
く
）

■
参
加
費
用　

１
人
当
た
り
２
５
０
円

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

担
当  

中
山
・
角
﨑

☎
０
９
６（
２
４
８
）１
１
８
８

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

定
期
法
律
相
談

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
お
電
話
に
て
ご
予
約

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

7
月
19（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所　

役
場 

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

※
役
場
の
定
期
法
律
相
談
は
、

毎
奇
数
月
（
１
，
３
，
５
，
７
，

９
，
11
月
）
の
年
計
６
回
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

次
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

食
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー

募
集
！

熊
本
県
で
は
家
庭
の
食
品
ロ
ス

に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
対
象

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

方■
活
動
内
容

連
続
し
た
２
週
間
、
発
生
し
た

食
品
ロ
ス
の
量
と
種
類
な
ど
を

記
録
し
、
県
に
報
告

■
応
募
方
法

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応

募
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

７
月
31
日（
水
）ま
で

詳
し
く
は
、

食
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー

で
検
索
！

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
消
費
生
活
課　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
０
９

飼
い
猫
の
避
妊
去
勢
手
術
助

成
に
つ
い
て

　

阿
蘇
地
域
在
住
で
、
猫
を
室

内
飼
育
し
て
お
り
、
阿
蘇
地
域

の
開
業
動
物
病
院
で
手
術
を
お

考
え
の
方
が
対
象
で
す
。な
お
、

対
象
と
な
る
猫
は
、
一
世
帯
あ

た
り
２
頭
ま
で
で
す
。

　

助
成
額
は
、
雌
１
頭
あ
た
り

１
万
円
、
雄
１
頭
あ
た
り
５
千

円
で
す
が
、
雌
25
頭
、
雄
10
が

上
限
と
な
り
ま
す
。

　

阿
蘇
地
域
エ
リ
ア
市
町
村
か

ら
多
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場

合
、
抽
選
に
よ
り
助
成
が
決
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所

☎（
２
４
）９
０
３
５

町
民
課 

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

熊
本
県
国
土
調
査
70
周
年
記

念
講
演
会
の
開
催

　

昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
始

ま
っ
た
熊
本
県
で
の
国
土
調
査

の
70
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、

国
内
ト
ッ
プ
の
識
者
３
人
を
お

招
き
し
て
、
地
籍
調
査
の
意
義

を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま

す
。
聴
講
ご
希
望
の
方
は
、
お

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
７
月
５

日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
期
日

令
和
６
年
７
月
19
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜午

後
３
時
35
分

■
会
場

ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
１
階 

テ

ル
サ
ホ
ー
ル

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
公
園
28

―
51

入
場
無
料（
途
中
入
退
場
自
由
）

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
国
土
調
査
推
進
協
議
会

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
１
９

iid
a-k
-d
r@
p
ref.

　

k
u
m
am
o
to
.lg
.jp

7/21(日)～8/12(月) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

7/21(日) 問端内科 ☎32-0102 内科

 7/28(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科、眼科

8/4(日) 阿蘇温泉病院 ☎32-0881 内科、外科

8/11(日) 大阿蘇病院 ☎22-2111 内科、整形外科

 8/12(月) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科、外科
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に　

立
𦚰
良
基
♡
中
村
由
紀　
白　

川

森
下
憲
太
♡
北
﨑
頌
子　
中
杉
田
３

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

５
／
23　

井　
　
親
雄（
89
）星　

和

５
／
24　

佐
藤
理
惠
子（
75
）鬼　

渕

５
／
31　

佐
藤　
テ
ル（
91
）扇　

下

６
／
５　

森　
　
義
光（
91
）鬼　

山

６
／
５　

金
山
マ
ツ
子（
100
）上
町
１

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

町の人口
（５月末現在）

世帯数　1,869世帯
（ー５）〈＋34〉

　男　　1,834人
（ー６）〈ー18〉

　女　　2,005人
（ー３）〈＋５〉

　計　　3,839人
（ー９）〈ー13〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場
1歳6か月児健診　13：15～　おぐに町民センター

海の日

消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

出張就職相談　13：30～16：00　役場会議室
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ ☎0967(22)8178

消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場
心配ごと相談　10：00～　りんどう荘

さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

有害鳥獣（イノシシ・シカ）対策セミナー　13:30～
南小国町役場きよらホール

消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場

消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場

出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場
３歳児健診　13:15～　おぐに町民センター

町民カレンダー 令和６年 ７月・８月
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